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稲城の梨

　
（2）

配布します
ごみ指定収集袋（減免世帯向け）主

な
記
事

　
（4・5）

  特集 姉妹都市
フォスターシティ市　魅力紹介

（6）読売ランド線の暫定交通開放

（8）映画「二宮金次郎」上映会

守ろう！自転車安全利用五則

自転車ナビマーク

　自転車の安全な通行を促すため、市内の主要道路
に自転車ナビマークの設置を進めています。自転車
ナビマークは、自転車の通行部分や進行方向を示す
もので、自転車優先ではありません。自転車ナビマ
ークが設置されていても車や歩行者に十分に注意し
て自転車ナビマークの上を運転してください。

■問管理課交通対策係

交通安全運動の重点
子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　道路への飛び出し・車道の横断・信号無視は交通事故に直結
します。横断歩道を渡る・信号を守る・横断中も周りに気を付
ける等、自身の安全を守るための行動を取りましょう。

夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者などの保護など
安全運転意識の向上
○夕暮れ時と夜間は、明るい服装や反射材を身に着けて、自分
の存在をアピールしましょう。
○夜間の運転の際、対向車や先行車がいない時は、ハイビーム
を使用しましょう。

自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底
○自転車に乗る時は、交通ルールを守り、歩道を走行する時は
車道寄りを徐行する等、安全運転を心掛けましょう。
○東京都では、自転車利用者の対人賠償保険への加入が義務付
けられています。万が一の交通事故に備え保険に加入しましょ
う。

飲酒運転などの悪質・危険な運転の根絶
○アルコールは、認知判断能力を低下させ、重大な交通事故を
引き起こします。絶対に飲酒運転はやめましょう。
○危険な妨害運転（あおり運転）に対する罰則が創設されまし
た。「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持って運転しましょ
う。

秋の全国交通安全運動

交通少年団員募集
　交通少年団では、交通安全に関わるボランティアやキャ
ンペーン等の活動を通じて、地域の交通安全の輪を広める
活動を行っています。
■対小学1～6年生
■問多摩中央警察署　�042－375－0110

交通安全講習会（運転者向け）は新型コロナ感染拡大防止の
ため、行いません。

1 自転車は、車道が原則、歩道は例外
　道路交通法上、自転車は軽車両です。車道を
通行しましょう。安全のため歩道通行がやむを
得ない時は除きます。

2 車道は左側を通行
　自動車と同じ左側通行です。また、道路中央
から左端に寄って通行してください。

3 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　歩道を通行する場合は、車道寄りの部分を徐
行しなければなりません。

4 安全ルールを守る
○飲酒運転・二人乗り・並進走行の禁止
○夜間はライトを点灯
○交差点での信号遵守・一時停止・安全確認

5 子どもはヘルメットを着用
　安全のため、13歳未満の子どもはヘルメット
を着用しましょう。

秋の全国交通安全運動 9月21日（火）～30日（木）
知っていますか 自転車ナビマーク
秋の全国交通安全運動　9月21日（火）～30日（木）

〇「普通自転車歩道通行可」の標識が設置された歩道
〇13歳未満または70歳以上の方、身体の不自由な方
〇安全のため歩道通行がやむを得ない時

自転車が歩道を
通行できる場合
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キャッシュレス決済できる手数料と税

利用できるキャッシュレス決済
決済方法担当課キャッシュレス決済できる

手数料・税 コード決済電子マネークレジット

PayPay、LINE Pay、
au PAY、d払い、
楽天ペイ、メルペイ、
ゆうちょPay、
Alipay、
WeChat Pay

iD、QUICPay、
nanaco、WAON、
楽天Edy、Suica、
PASMO　等

VISA、
Master card、
銀聯、JCB、
AMEX、Diners

証明書などの料金
支払い時に、各窓
口備え付けの決済
端末を利用して支
払い

市民課
戸籍全部（個人）事項証明書、住民
票の写し、印鑑登録証明書、オリジ
ナル婚姻届などの各手数料証

明
書
交
付
手
数
料

な
ど
の
支
払
い

課税課
課税（非課税）証明書、土地・家屋
評価額証明書、土地・家屋公課証明
書、公図閲覧、固定資産課税台帳閲
覧（名寄帳）等の各手数料

収納課納税証明書の手数料

PayPay、LINE Pay

（追加）
au PAY、d払い
J－Coin Pay

－－
納付書をスマホで
読み込み、アプリ
を操作して支払い

収納課
市・都民税（普通徴収）、固定資産
税・都市計画税、軽自動車税（種別
割）、国民健康保険税（普通徴収）

市
税
な
ど
の
支
払
い

子育て支援課保育料

高齢福祉課介護保険料

保険年金課後期高齢者医療保険料

　
　

月
１
日（
金
）か
ら
指
定
ご
み

１０
収
集
袋
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
者

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

左
表
参
照

▽
申
請
・
配
布
場
所　

生
活
環
境

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

※
出
張
所
で
申
請
す
る
場
合
は
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

■問
 

生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係

梨
赤
星
病
予
防
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

証
明
書
交
付
手
数
料
な
ど
の
支
払

い
　

市
役
所
１
階
や
出
張
所
の
窓
口

で
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料
な

ど
の
支
払
い
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■日
 
　

月
１
日（
金
）〜

１０
■場
 

市
民
課
、
課
税
課
、
収
納
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

■問
 

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

市
税
な
ど
の
支
払
い

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

を
利
用
し
た
市
税
な
ど
の
収
納
サ

ー
ビ
ス
に
、
利
用
で
き
る
決
済
ア

プ
リ
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

■対
 

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付
書

※
利
用
限
度
額
は
、
１
件　

万
円

３０

（
ａ
ｕ　

Ｐ
Ａ
Ｙ
は　

万
円
）
ま

２５

で
と
な
り
ま
す
。

※
納
付
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
納

付
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■日
 
　

月
１
日（
金
）〜

１０
▽
注
意
事
項　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
納
付
で

は
、
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
軽
自
動
車
の
車
検
な
ど
で
領

収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
各
金
融
機
関

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

収
納
課
税
管
理
係

ごみ指定収集袋の配布（減免世帯）
必要書類・
確認事項など燃えないごみ用燃えるごみ用配布対象期間減免対象世帯

生活福祉課での確認

2人までの世帯＝
小袋30枚

3人以上の世帯＝
中袋30枚

2人までの世帯＝
小袋120枚

3人以上の世帯＝
中袋120枚

1年分
（10月～
令和4年9月）

生活保護受給世帯

児童扶養手当証書また
は特別児童扶養手当証
書

児童扶養手当受給世帯

特別児童扶養手当受給世帯

身体障害者手帳、愛の
手帳または精神障害者
手帳

身体障害者手帳1級または2級の交付を受
けている方がいる非課税世帯

愛の手帳1度または2度の交付を受けてい
る方がいる非課税世帯

精神障害者手帳1級の交付を受けている方
がいる非課税世帯

り災証明などの確認

2人までの世帯＝
小袋8枚

3人以上の世帯＝
中袋8枚

2人までの世帯＝
小袋30枚

3人以上の世帯＝
中袋30枚

3カ月分火災や震災などで被害に遭った方

※期間途中での申請の場合は原則申請を行った日の属する月から起算した月割りの枚数を配布します。
※審査終了後その場で指定収集袋を配布しますので、マイバッグ等を持参してください。

月月
かか
らら

１１００証証
明明
書書
のの

交交
付付
手手
数数
料料
なな
どど
がが

キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
でで

支支
払払
ええ
まま
すす

自
治
体
新
電
力
会
社
の

　

設
立
に
向
け
た

協
定
締
結

市
長
コ
ラ
ム
No.117

稲城市長

　

８
月　

日
、
稲
城
市
と
パ
シ

２５

フ
ィ
ッ
ク
パ
ワ
ー
株
式
会
社
と

の
間
で
「
（
仮
称
）
稲
城
市
新

電
力
会
社
に
よ
る
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
共
同
検
討
の
た
め

の
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
調
達
や
供
給
を
行
う

「
自
治
体
新
電
力
会
社
」
を
立

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
共
同

検
討
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

従
前
の
電
気
は
「
一
般
電
気

事
業
者
」
と
い
う
地
域
独
占
の

大
手
電
力
会
社
か
ら
供
給
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
１２

３
月
か
ら
段
階
的
に
小
売
自
由

化
が
な
さ
れ
、
平
成　

年
４
月

２８

１
日
か
ら
は
小
売
全
面
自
由
化

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
自
由
化
に
伴
っ
て
新
規

参
入
し
た
企
業
が
「
新
電
力
会

社
」
と
呼
ば
れ
る
特
定
規
模
電

気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ：

Pow
erProducerand

Sup
plier

）
で
、
現
在　

の
事
業

７３０

者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム

は
、
発
電
事
業
者
、
送
配
電
事

業
者
、
小
売
電
気
事
業
者
に
分

離
さ
れ
て
お
り
、
新
電
力
会
社

は
小
売
電
気
事
業
者
に
該
当
し

ま
す
。

　

新
電
力
会
社
は
、
発
電
事
業

者
や
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ

ま
す
。

　

こ
の
目
的
と
し
て
は
、
市
内

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
を
図
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
す

こ
と
及
び
市
外
に
流
出
し
て
い

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
地
域
に

還
元
し
営
業
利
益
を
循
環
さ
せ

て
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
パ

ワ
ー
株
式
会
社
と
は
、
平
成　
３１

年
度
か
ら
共
に
勉
強
会
を
実
施

し
、
採
算
性
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
等
の
調
査
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
会
社
設
立
を

目
指
し
、
さ
ら
な
る
実
現
可
能

性
の
検
討
へ
と
進
め
る
た
め
、

協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

現
時
点
で
会
社
設
立
と
事
業

実
施
が
確
定
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
仮
に
事
業
が
現

実
の
も
の
に
な
っ
た
と
す
る
と
、

稲
城
市
が
進
め
て
い
る
「
地
域

循
環
共
生
圏
の
実
現
」
や
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
」
に
対
し
て
大

き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
実
現
に
向
け
た
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
か
ら
仕
入
れ
た
り
、

自
ら
所
有
す
る
発
電
設
備
で
発

電
し
た
電
気
を
消
費
者
（
需
要

家
）
に
販
売
し
ま
す
が
、
送
配

電
設
備
は
所
有
し
て
い
な
い
た

め
、
託
送
料
と
い
う
使
用
料
を

払
っ
て
送
配
電
事
業
者
の
送
電

網
を
利
用
し
、
需
要
家
に
送
電

し
て
い
ま
す
。

　

一
連
の
電
力
自
由
化
は
、
市

場
競
争
原
理
を
導
入
し
て
、
地

域
独
占
で
あ
っ
た
電
気
事
業
へ

の
参
入
規
制
を
緩
和
し
、
電
気

料
金
を
下
げ
る
こ
と
を
第
一
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
に
起
こ
っ

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子

力
発
電
所
の
事
故
で
電
力
の
安

定
供
給
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
多
様
な
発
電
事
業
者
の

参
入
を
促
す
目
的
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
的
な
動
機
の

み
で
は
な
く
、
環
境
に
配
慮
し

た
電
力
の
普
及
を
促
す
と
い
う

目
的
に
も
合
致
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
由
化
の
中
で
、

自
治
体
が
出
資
す
る
地
域
新
電

力
事
業
が
起
こ
り
、
そ
の
主
体

と
な
る
自
治
体
新
電
力
会
社
は
、

全
国
で　

社
以
上
と
な
っ
て
き

５０

ま
し
た
。
地
域
新
電
力
事
業
に

明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
お
よ
そ
「
地
域
振
興
の
目
的

で
地
域
主
体
が
地
域
特
性
を
活

か
し
た
形
で
行
う
新
電
力
事
業
」

と
さ
れ
て
お
り
、
太
陽
光
を
は

じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
し
た
電
力
の
供
給

を
し
て
い
ま
す
。

　

稲
城
市
に
お
い
て
は
、
令
和

３
年
度
事
業
と
し
て
、
市
が
出

資
し
て
（
仮
称
）
稲
城
市
新
電

力
会
社
を
設
立
で
き
る
か
ど
う

か
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

※
休
日
開
庁
日
は
市
民
課
で
配
布

※
第
二
・
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
で

受
け
取
る
場
合
は
事
前
に
生
活
環

境
課
に
電
話
で
申
請

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
紙
お
む
つ

支
給
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は
、

お
む
つ
と
一
緒
に
配
布

■問
 

生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係

　

対
象
者
に
１
回
の
申
請
に
つ
き
、

１
人
３
セ
ッ
ト
（　

枚
）
ま
で
配

３０

布
し
て
い
ま
す
。

■対
 

乳
幼
児
（
母
子
手
帳
を
お
持
ち

の
方
の
出
産
前
の
受
け
取
り
を
含

む
）
や
高
齢
・
障
害
な
ど
で
お
む

つ
を
必
要
と
し
て
い
る
方

■申
 

窓
口
、
電
話

▽
申
請
・
配
布
場
所　

市
役
所
１

階
総
合
案
内
、
生
活
環
境
課
、
平

お
む
つ
専
用
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す

配
布
し
ま
す

ご
み
指
定
収
集
袋

（
減
免
世
帯
向
け
）

　

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
（
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
、
タ
マ
イ
ブ
キ
、
一
部
の
コ

ニ
フ
ァ
ー
等
）
は
梨
の「
赤
星
病
」

の
伝
染
源
と
な
り
ま
す
。

　

特
産
物
の
梨
を
守
る
た
め
に
、

市
内
に
は
こ
れ
ら
の
植
物
を
植
え

な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
 

経
済
課
農
政
係
、　

東
京
み
な

JA

み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　
�　
・３７７

６
０
０
２

▲パシフィックパワー株式会社
との協定締結式



（3） �042－378－2111 �042－377－4781 ３・９・15
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▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ど
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
�
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
課
商
工
係

広
報
い
な
ぎ
に
掲
載
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
や
参
加
条
件
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　

秋
の
食
材
を
使
っ
て
、
季
節
を

楽
し
み
、
美
味
し
く
、
骨
も
丈
夫

に
な
る
献
立
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

新
し
く
増
や
し
ま
せ
ん
か
。　

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 
　

月
５
日（
火
）

１０
■時
 

午
前　

時
〜
正
午
ご
ろ

１０

■場
 

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
初
め
て
の
方
優
先
）

１０
■講
 

管
理
栄
養
士

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

市
の
転
倒
骨
折
予
防
教
室
な
ど

介
護
予
防
に
関
す
る
事
業
を
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
く
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
講
座
で
す
。

■対
 

全
日
出
席
で
き
る
方

■日
 
　

月　

日
・　

日
・　

日
、　

１０

１２

１９

２６

１１

月
２
日
・　

日
・　

日
の
火
曜
日

１６

３０

（
全
６
回
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

消
防
署
３
階
講
堂

■定
 
　

人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

介
護
予
防
に
関
す
る
講
義
、
転

倒
骨
折
予
防
体
操
実
技
、
体
力
測

定
な
ど

■講
 

健
康
運
動
指
導
士
な
ど

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

家
族
介
護
者
教
室

　

元
気
な
う
ち
に
知
っ
て
お
き
た

い
、高
齢
者
施
設
の
種
類
や
役
割
、

そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
と
利
点
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

本
人
や
そ
の
家
族
な
ど

■日
 

９
月　

日（
水
）

２９

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■講
 

山
元　

英
裕
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
入

居
相
談
室
）
、
地
域
包
括
支
援
セ

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

市
内
事
業
者
に
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く
だ

HP

さ
い
。

■対
 

次
の
全
て
を
満
た
す
方

〇
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る

〇
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
３
年
１
月
〜
６
月
ま
で
の
任

意
の
１
カ
月
の
売
り
上
げ
が
、
前

年
ま
た
は
前
々
年
の
同
月
と
比
較

し
て
減
少
し
て
お
り
、
減
少
率
が

　

％
以
上　

％
未
満
で
あ
る

２０

５０

〇
国
の
一
時
支
援
金
・
月
次
支
援

金
・
稲
城
の
事
業
者
支
援
金
（
第

４
弾
・
第
５
弾
）
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い

■申
 

郵
送

■限
 

９
月　

日（
木
）消
印
有
効

３０

■先
 

■問
 

経
済
課
商
工
係

　

給
食
費
は
法
律
に
基
づ
き
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
も
の
で

す
。
必
ず
納
期
内
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
納
入
が
遅
れ
て

い
る
場
合
は
、
至
急
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
２
学
期
の
納
入
期
限

　

月
分
＝
９
月　

日（
木
）

１０

３０

　

月
分
＝　

月
１
日（
月
）

１１

１１

　

月
分
＝　

月　

日（
火
）

１２

１１

３０

１
月
分
＝　

月　

日（
月
）

１２

２７

口
座
振
替

　

納
め
忘
れ
防
止
の
た
め
口
座
振

替
に
よ
る
納
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
口
座
引
落
し
を
開
始
す
る

も
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
る
養
育
家

庭
制
度
の
体
験
発
表
・
制
度
説
明
・

個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月
９
日（
土
）

１０
■時
 

午
後
２
時
〜
３
時

■場
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
東

長
沼
２
１
１
５
番
地
の
２　
３
階
）

■定
 

６
人
（
申
込
先
着
順
）

■申
 

■先
 

二
葉
学
園

（
�　

・　

・

０４２

４４４

０
１
９
１
）
に

電
話
、
「
二
葉

学
園
」 　 
内
申

HP

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
（
右
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
〔
９
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
課

総
合
相
談
係　

�　

・
６
３
６
６

３７８

※
就
職
支
援
研
修
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
つ
き
事
前
視
聴
が
必
要（
就

職
相
談
会
申
込
者
の
み
視
聴
可
能
）

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
ホ
ー
ル（
世

田
谷
区
太
子
堂
２
の　

の
７
）

１６

▽
参
加
団
体　

稲
城
市
・
府
中
市
・

調
布
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
・
世

田
谷
区
・
目
黒
区
・
渋
谷
区
・
杉

並
区
・
練
馬
区
の
保
育
園
が
出
展

予
定

※
履
歴
書
不
要
・
服
装
自
由
・
入

退
場
自
由

■問
 

東
京
都
保
育
人
材
・
保
育
所
支

援
セ
ン
タ
ー　

�　
・
５
２
１
１
・

０３

２
９
１
２

納
期
の
１
カ
月
前
ま
で
に
指
定
の

金
融
機
関
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

法
的
措
置

　

督
促
な
ど
で
も
納
入
さ
れ
な
い

場
合
は
裁
判
所
に
よ
る
支
払
督
促

や
強
制
執
行
（
給
与
差
押
な
ど
）

等
の
法
的
措
置
を
と
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
手
続
費
用
・
遅
延
損
害

金
も
併
せ
て
納
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

　

就
学
援
助
が
認
定
さ
れ
る
と
給

食
費
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
認
定

期
間
外
の
給
食
費
は
速
や
か
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

　

納
入
相
談
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

学
務
課
学
務
係

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

（
６
日
間
コ
ー
ス
）

　

親
の
病
気
・
離
婚
・
虐
待
な
ど

に
よ
り
親
と
生
活
で
き
な
い
子
ど

保
育
士
就
職
支
援
研
修
・

就
職
相
談
会

■対
 

都
内
保
育
園
で
就
職
を
希
望
す

る
保
育
士
資
格
を
持
つ
方
、
資
格

取
得
見
込
み
の
方

■日
 
　

月
３
日（
日
）

１０

ン
タ
ー
こ
う
よ
う
だ
い
職
員

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
木
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

�　

・
０
０
４
０

３７０

秋
の
味
覚
で
骨
折
予
防

健
康
の
た
め
の
栄
養
講
座

消消費費者者講講座座
食食材材ををムムダダににししなないい
冷冷蔵蔵庫庫収収納納とと食食品品保保存存

　購入した食品を最後
まで使い切れずに捨て
ていませんか。冷蔵庫
の使い方や食品の正し
い保存方法が分かる
と、食品ロスの削減に
つながります。また、
備蓄しておいたレトル
ト食品を使って、男性
や一人暮らしの高齢者
など、料理が苦手な方
でも火を使わずに作れる簡単レシピも紹介しま
す。家庭でできる食品ロス削減アイデア満載の講
座です。
■対市内在住の方
■日10月10日（日）
■時午前10時～11時30分
■場ｉプラザ会議室
■定30人（申込先着順）
■講島本　美由紀氏（料理研究家）
■申電話〔9月16日（木）～〕
■先消費生活センター　�370－7510（午前9時
30分～正午、午後1時～5時、土・日曜日・祝日
を除く）
■共稲城市消費生活センター運営協議会、稲城市
■問市民協働課市民相談係

　あかちゃん訪問は保健師・助産師など、子どもの健康に関する専門家がご家庭を訪問し、日
頃の悩み等を伺います。お母さん・お父さんが安心して子育てに向き合い、あかちゃんが健や
かに成長できるよう、サポートします。
■対生後4カ月までの子どもがいる家庭

▽利用方法　出生後1週間以内に母子健康手帳に同封の出生通知票（はがき）を送付してくだ
さい。後日、保健師から育児相談・訪問日程の調整をします。
※出産前後に稲城市へ転入された方や出生通知票（はがき）がない方は、電話でも受け付け可
■問おやこ包括支援センター
�378－3434

母乳が出ているか心配だったけど、あかちゃん
の体重がしっかり増えていて安心しました。

あかちゃんと自分に合ったアドバイスをしても
らえたので、インターネットの情報よりも安心
できました。

成長や発達が順調なのか分からず不安で、予防
接種の時期も迷っていましたが、アドバイスで
解決できました。

近所のお出かけスポットを紹介いただき、今で
は行きつけになりました。
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あかちゃんが生まれたらあかちゃんが生まれたら
あかちゃん訪問を受けましょうあかちゃん訪問を受けましょう

養
育
家
庭
（
里
親
）

体
験
発
表
会

学
校
給
食
費
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

締締
切切
間間
近近

頑頑
張張
れれ
！！

稲稲
城城
のの
事事
業業
継継
続続

支支
援援
金金

（（
第第
２２
弾弾
））

自宅訪問
生後1～2カ月が
訪問の目安です

子育て相談
子どものケアや

子育て情報をお知らせ

健康サポート
子どもの発育・発達、

産後ママの身体もサポート

▲島本　美由紀氏
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（5） �042－378－2111 �042－377－4781  特 集 

　フォスターシティ市は、サンフランシ
スコ空港から約10㎞圏内にあります。
サンフランシスコ・羽田間には直行便も
就航していることから、渡航の利便性も
良好です。
　また、繁華街やダウンタウン等がなく、
全米でもベスト8に選ばれるほど安全な
街であり、さらに、白人45.5％、アジ
ア人45％という人種構成となっており、
人口規模は3万人程度です。

　フォスターシティ市は、1971
年4月27日に設立されました。街
全体が計画されて造られた都市で
あり、1958年から自然を生かし
水辺の生活環境を工夫しながら美
しいウォーターフロント都市とし
て開発されました。湿地を上手く
利用して湖や水路を改良整備し、
またショッピング施設にも小船の
ための船着場を造る等、水辺と共
生する郊外型ニュータウンとなっ
ています。水路もサンフランシス
コ湾とは遮断されており、下水は
海岸線から1.5㎞離れた海底へ排
出する等、環境保全策がなされて
います。

　市制施行が稲城市と同じ1971年
（昭和46年）であり、ベッドタウ
ンであること、水を活かした街づく
りをしていること等、稲城市とフォ
スターシティ市には共通点が数多く
あります。また、フォスターシティ
市は、教育や青少年のスポーツに大
変力を入れており、その点も稲城市
と共通しています。
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●レオＪ.ライアン記念公園 ●ラグーン沿いの住宅風景

●ラグーン●市役所

●マリナーズ・ポイント・ゴルフセンター ●シー・クラウド・パーク

サンフランシスコ湾から海水を取り入れ、水位を
制御できる人工的な水路（ラグーン）。
市内に降る雨は全てここに集まる。

ラグーンをバックに野外コンサートができる
ステージがある。

住宅ごとにボートの船着場がある。

子ども達が気軽にできるショートホール
9ホールがある。

年齢別の野球場を完備している。

特集 姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介姉妹都市　フォスタ 

▲フォスターシティ市章

フォスターシティ市役所は3階建てで
正面に庭がある。

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

３・９・15 �042－378－2111 �042－377－4781 （4）

　姉妹都市提携によって互いのつながりを築き、教
育・経済・文化的な機会を探り、アイディアを共有
して理解を深めることができると期待しています。
私たちの協力がどのように両地域の架け橋となり、
相互に発展していくかを探りましょう。
　このパートナーシップによって両国の文化を尊重
し、より良い理解を得ることができるようなインパ
クトのあるプログラムを提供することができると考
えています。特に若者に対しては、グローバルコミュニティの課題に対
処する準備ができるよう、文化的能力を育成することができます。
　稲城市の皆さん、これからも友情が深まりますように、心からお祈り
申し上げます。

フォスターシティ市長
　この度、稲城市とフォスターシティ市が姉妹都市
となりますことは、大変喜ばしいことと思っていま
す。
　フォスターシティ市と稲城市は、共に環境に配慮
した街づくりを進めていることや、両市とも今年は
市制施行50周年の記念すべき年を迎えること、教
育やスポーツに力を入れている等の共通点があり、
「ご縁がある」市同士です。
　両市では、交流を促進するための団体として、「稲城市姉妹友好都市
交流協会」、「フォスターシティ姉妹都市協会」が設立されています。
今後は市民が主体となり、双方の交流協会を通じて、細く長く地道に交
流を続け、両市の発展につながっていくことを願っています。

▲�橋市長

稲城市長

　この姉妹都市提携締結を待ち望んでいました。姉妹
都市提携には多くのメリットがあります。私は、フォ
スターシティ市の子ども達に、稲城市の家庭にホーム
ステイして、日本の文化に触れる機会や日本の子ども
達がアメリカを訪れ、アメリカの若い家族と一緒に生
活する機会を作りたいと思っています。また、両市の
スポーツチームや音楽グループ同士などの交流を行
い、様々な事を学べるようにしたいと思います。
　私の一番の願いは、訪れたことのない国について学んでもらうことです。
この姉妹都市交流は、それぞれの市の市民にとって、心や視野を広げ、他
の国の人々を真に理解する機会となるでしょう。

▲オカモト会長

フォスターシティ姉妹都市協会会長
　5年前、私は市民代表としてフォスターシティ市
を訪れ、美しい景色に魅了されました。ラグーン沿
いにある野外ステージを見たとき、稲城市で受け継
がれてきた日本の伝統的な太鼓や盆踊りができたら
素晴らしいと思いました。
　姉妹都市交流の主な目的は多文化との交流です。
知らない文化を体験することで、市民一人ひとりの
心が豊かになり、特に子どもたちは、交流を通じて
グローバルな視点と大きな夢を持った人に成長していきます。
　姉妹都市の締結は、パートナーシップの最初のステップです。両都市
の明るい未来に向けて手を取り合っていきましょう。

▲安東会長

稲城市姉妹友好都市交流協会会長

両市の交流協会について
　稲城市姉妹友好都市交流協会（以下、交流協会）は、
姉妹都市（北海道大空町・フォスターシティ市）、友好
都市（福島県相馬市・長野県野沢温泉村）と稲城市民の
交流を担う組織として令和2年9月に発足しました。
　フォスターシティ姉妹都市協会も、稲城市の交流協会
同様、令和2年に発足しました。これからの稲城市・フ
ォスターシティ市間の交流は、それぞれの協会が中心と
なり、進めていく予定です。

稲城市姉妹友好都市交流協会からのメッセージ
　交流協会は、発足してから約1年の新しい団体ですが、姉妹・友好都市の市民同士の交
流を深めるために様々な事業を計画すると共に、市民の皆さんがそれらの都市に親しみを
持つことができるよう、日々活動しています。姉妹都市・友好都市との
交流事業の企画・運営に興味がある方、交流事業に参加してみたい方な
ど、ぜひお気軽にお問い合わせください。
■問 稲城市姉妹友好都市交流協会　事務局
（�378－2112、� info@inagi-iifa.org）

挨拶（概略）
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▲�橋市長（左）とゲハニ市長（右） ▲オカモト会長（左）と安東会長（右） ▲締結式会場

　7月27日（アメリカ合衆国　7月26日）、「日本国東京都稲城市とアメリカ合衆国カリフォルニア州フォスターシティ市との友情と協力のため
の姉妹都市提携協定」締結式を執り行い、稲城市�橋市長・フォスターシティ市ゲハニ市長・稲城市姉妹友好都市交流協会安東会長・フォスター
シティ姉妹都市協会オカモト会長が協定書に署名を行い、画面越しに固く握手を交わしました。
　締結式は新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、オンライン形式で両市の会場をつなぎ、開催しました。

▲ゲハニ市長

���������������������������������������������������������������������������������������������������������															
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広
報
い
な
ぎ
に
掲
載
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場
合
や
参
加
条
件
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

家
屋
調
査
・

土
地
実
地
調
査
の
お
願
い

　

多
重
債
務
の
相
談
を
集
中
し
て

受
け
る
特
別
相
談
を
電
話（
�　
・
３７８

３
７
３
８
）
・
来
所
で
実
施
し
ま

す
。

■対
 

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方

■日
 

９
月　

日（
水
）・　

日（
木
）

２９

３０

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後

３０

１
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

消
費
生
活
相
談
員

■問
 

市
民
協
働
課
市
民
相
談
係

　

９
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
９
月
１
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

▽
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

○
男
性
＝
３
万
７
７
７
３
人

○
女
性
＝
３
万
７
７
８
４
人

○
合
計
＝
７
万
５
５
５
７
人

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
、
ま
た
は

そ
の
疑
い
の
た
め
、
仕
事
を
欠
勤

し
、
給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康

診
査
の
受
診
期
限
は　

月　

日

１０

３１

（
日
）で
す
。
対
象
の
方
に
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
早
め
に
予
約
・
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て

　

適
切
な
税
額
算
定
の
た
め
、
調

査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

家
屋
調
査

　

令
和
３
年
中
に
新
築
・
増
改
築

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

家
屋
調
査
は
、
事
前
に
文
書
で
通

知
し
、
図
面
な
ど
の
資
料
を
ご
提

供
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
職
員
が

各
部
屋
の
間
取
り
・
使
用
材
料
・

施
工
程
度
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

土
地
実
地
調
査

　

市
で
は
、
土
地
の
利
用
状
況
の

確
認
、
高
さ
・
距
離
な
ど
を
計
測

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

①
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月

５７

１
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
か

ら　

年
以
上
経
過
し
た
住
宅
）

１０
③
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）

※
②
③
の
み
重
複
適
用
可

※
改
修
内
容
に
よ
り
、
減
額
の
対

象
面
積
・
期
間
・
申
請
に
必
要
な

書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

　

偏
り
の
な
い
食
生
活
・
適
度
な

運
動
・
十
分
な
休
養
を
柱
と
し
た

健
康
づ
く
り
の
普
及
活
動
を
行
う

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
「
食
」

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
身
に
着

け
、
家
庭
や
地
域
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

応
募
者
を
対
象
に
、
活
動
内
容

に
関
す
る
説
明
会
を　

月　

日

１１

２６

（
金
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■対
 

健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、

推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方（
男

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
、
簡
単
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
ま
す
。

　

市 　 
、
下
記

HP

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
無
料

（
通
信
料
は
自
己
負
担
）

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

�　

・
３
４

３７８

２
１

性
も
可
）

■定
 

５
人

■内
 

市
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
、

グ
ル
ー
プ
活
動
（
調
理
講
習
会
な

ど
の
企
画
・
運
営
）
等

■申
 

窓
口
、
電
話

■限
 
　

月　

日（
水
）

１１

２４

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

�　

・
３

３７８

４
２
１

す
る
た
め
に
、
実
地
調
査
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

※
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
行

し
て
い
ま
す
。

■問
 

課
税
課
土
地
係

固
定
資
産
税
の
減
額

適
用
期
間
を

月

日
ま
で
延
長

１2

3１

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

傷
病
手
当
金
制
度

国
民
年
金

遺
族
基
礎
年
金
・

寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

９９
月月
のの
定定
時時
登登
録録

納期限
9月30日（木）

国民健康保険税
（第3期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

９月15日～10月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
※休日急病診療での、ＰＣＲ検査は行いません。
■問保健センター　�378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　�377－7119）

薬局医療機関日程

丘の上薬局（東長沼）
�378－3388

いなぎ駅前クリニック（百村）
�378－15709月19日（日）

さくら薬局稲城平尾店（平尾）
�331－2796

簡野クリニック（平尾）
�331－85709月20日（月・祝）

サンリ薬局長峰店（長峰）
�350－3577

長峰クリニック（長峰）
�350－71719月23日（木・祝）

稲城駅前薬局（東長沼）
�370－8370

あべ内科クリニック（東長沼）
�379－48709月26日（日）

10月の乳幼児健診事業
■場■先■問おやこ包括支援センター　�378－3434
保健センター（離乳食調理講習会のみ）　�378－3421

締切日実施日対象事業名

実施日前日10月13日（水）
　 ・29日（金）

令和元年9月、
平成31年3月生まれ

2歳児・2歳6か月児
歯科健康診査
（先着24人）

10月14日（木）10月15日（金）妊娠安定期に入った方妊婦歯科健康診査
（先着12人）

10月4日（月）10月11日（月）第1子の保護者
（令和3年5月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着20人）

10月13日（水）10月15日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談
（個別相談、身体測定）
※2歳児・2歳6か月児歯科健康診査は9月15日（水）から、母子健康相談の個別相談は
9月21日（火）から予約受け付け

　日本脳炎ワクチンが不足しており、接種できずに困
っている方も多いかと思います。現在流通しているワ
クチンに問題はありませんが、今年1月に製造上の問
題が発生したため、一部供給が停止しています。
日本脳炎ワクチンの標準的な接種回数について
　日本脳炎ワクチンは標準的には、3歳で2回、4歳で
1回、9歳で更に1回と計4回の接種が定期接種として
推奨されています。現在は少ないワクチンの中でやり
くりしているため、2回接種が済んでいないお子さん
や、接種期限間近の方を優先して接種するようにして
います。
発症数
　日本脳炎は世界では毎年約6万8,000人が発症し、
死亡数は最大で2万400人と推計されています。日本
国内では、1950年代に5,000例近い発症例がありま
したが、日本脳炎ワクチン接種の開始や蚊が生息しに
くい環境要因が加わり、ここ20年間ではほぼ毎年10
例以下の発症数です。
感染経路と症状
　コガタアカイエカという蚊が日本脳炎ウイルスを保
有する豚などを吸血することを介してヒトに感染しま
す。感染した人のほとんどは発熱や頭痛、もしくはほ
とんど症状がなく自然に改善します。ただし、感染者
の300～1,000人に1人が脳症を発症し、そのうちの
30％が死亡し、生存したとしても30％は後遺症を残
します。
日本脳炎は予防が大切
　頻度は低いものの脳炎を発症した場合は有効な治療
手段はないため、予防がとても大事です。まだ2回接
種していないお子さんは早めに接種し、既に2回接種
している方は、ワクチンの供給が安定したら、接種を
再開してください。12月ごろには供給が再開する予
定です。蚊を媒介して感染するウイルスなので、蚊の
活動が活発になる夏季になる前に接種することが重要
です。

稲城市医師会　 新  谷 　 亮 
にい や りょう

日本脳炎

ヘルスメーター
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
に
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
い
た
だ
く

HP

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
 

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
被
保

険
者

▽
必
要
書
類　

申
請
書
、
医
師
の

意
見
書
（
医
療
機
関
を
受
診
し
た

場
合
）
、
事
業
主
の
証
明

■問
 

国
民
健
康
保
険
＝
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
＝
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ

ー　

�
０
５
７
０
・　

・　

（
Ｉ

０８６

５１９

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合　

�　
・
０３

３
２
２
２
・
４
４
９
６
）

　

詳
細
は
受
診
券
同
封
の
「
健
康

診
査
（
無
料
）
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■内
 

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
、
血

中
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
検
査
、

尿
検
査

※
原
則
、
全
項
目
受
診

■持
 

受
診
券
、
被
保
険
者
証

■申
 

■先
 

市
内
指
定
医
療
機
関
（
受
診

券
同
封
の
チ
ラ
シ
参
照
）
に
直
接

予
約

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
１
日
の
受
診
人
数

な
ど
を
制
限
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
事
前

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療

係

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た　

歳
未

１８

満
（
ま
た
は　

歳
未
満
で
障
害
等

２０

級
１
級
・
２
級
）
の
子
が
い
る
配

偶
者
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し
く
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、
そ
の
子
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族

基
礎
年
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れ
ま
す
。
遺

族
基
礎
年
金
が
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け
ら
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な
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場

合
は
、
寡
婦
年
金
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死
亡
一
時
金

の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金

　

保
険
料
納
付
済
期
間
・
保
険
料

免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
、　

年
以

１０

上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、　
１０

年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
が
あ

っ
た
妻
に　

〜　

歳
の
間
、
寡
婦

６０

６５

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　

寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
合

計
が　

カ
月
以
上
あ
る
方
が
死
亡

３６

し
た
場
合
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
と
も
、

被
保
険
者
が
死
亡
前
に
老
齢
・
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
。

※
遺
族
基
礎
年
金
・
寡
婦
年
金
・

死
亡
一
時
金
は
、
い
ず
れ
も
併
給

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

�　
・　
・

０４２
３６１

１
０
１
１

特特
別別
相相
談談

多多
重重
債債
務務

番番
１１１１００

歳
以
上
の
方
へ

75後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
、

無
料
で
健
康
診
査
を

受
け
ら
れ
ま
す

▲こころの体温計

ス
ト
レ
ス
度
・
落
ち
込
み
度

を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク

こ
こ
ろ
の
体
温
計

募
集
し
ま
す

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員



（7） �042－378－2111 �042－377－4781 ３・９・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
能
の
確
認
・
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
、
昭
和　

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
（
上
限　

万
円
）・
耐
震
改
修
の
一
部
（
上
限
1
0
0
万
円
）
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

56
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詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■先
■問
ま
ち
づ
く
り
再
生
課
住
所
整
理
・
団
地
再
生
係

救
急
車
は
適
正
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

市
の
令
和
２
年
中
の
救
急
出
場

件
数
は
３
５
７
４
件
で
、
前
年
に

比
べ
て　

件
減
少
し
ま
し
た
が
、

４８５

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
き
、

救
急
搬
送
先
の
決
定
ま
で
数
時
間

を
要
す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
緊
急
性
が
な
く
、
自
身
で
病

院
に
行
け
る
場
合
は
救
急
車
以
外

の
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら
相
談

し
ま
し
ょ
う

　

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
場

合
は
、
次
の
機
関
に
お
問
い
合
わ

　

話
し
手
の
花
見
さ
ん
は
、
地
震

や
水
害
の
あ
っ
た
被
災
地
に
い
ち

早
く
駆
け
付
け
、
復
興
支
援
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
傍
ら
、
海
外
の
音
楽
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
す
る
な
ど
、「
音
」

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
多
方

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
花
見
さ
ん
の
魅
力
と

今
後
の
活
動
や
展
望
な
ど
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
サ
ロ
ン
「
と
ま
り

ぎ
」等
の
活
動
に
サ
ポ
ー
タ
ー（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
協
力
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
講
座
終
了
後
に

活
動
可
能
な
方

■日
 

■時
 

■内
 

下
表
参
照

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
程
度

１０
■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

被災建築物応急危険度判定員被災建築物応急危険度判定員
養成講習会養成講習会

　大規模震災が発生した場合に、余震などによる二次災害を防ぐため、
被災した建築物について当面の使用の可否を判定する被災建築物応急
危険度判定員の養成講習会を開催します。詳細は「東京都耐震ポータ
ルサイト」�をご覧ください。
■対都内在住・在勤で、建築士（建築士法第2条に規定する1級・2級、
木造建築士）の資格を持つ方
■日①10月21日（木）②11月25日（木）
■時午後1時～4時30分（受付＝正午～）
■場国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区
代々木神園町3－1）
■定各回375人　■申郵送、電子申請（右記ＱＲコード）
■限①10月7日（木）②11月11日（木）
■先■問東京都防災ボランティア（被災建築物応急危険度判定）事務局
〔〒103－0006中央区日本橋富沢町11－1富沢町111ビル5階（一社）
東京建築士会内〕　�03－3527－3100

社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

ひきこもりサポーター養成講座
内容時間期日

オリエンテーション午後2時～3時30分10月11日（月）
講座Ⅰ「ひきこもりの理解・
支援方法・体験を通じて」

午後2時～4時

10月21日（木）

講座Ⅱ「ひきこもり当事者・
家族の体験談」11月10日（水）

演習「ひきこもりの方の心理、
対応方法など」12月2日（木）

とまりぎ（居場所）体験12月14日（火）または23日（木）
※10月21日（木）、11月10日（水）はオンライン配信を予定

▲土のうステーション（第二分団詰所）

　

台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
冠
水・

浸
水
な
ど
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未
然
に
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、
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「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
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ン
」
を
消

防
団
詰
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
袋
に
土
の
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が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
な
数
の
土
の

う
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取
り
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し
て
く
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消
防
団
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所
に

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
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を

設
置
し
ま
し
た
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サ
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シ
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稲
城
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へ
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Ｉ
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Ｇ
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Ｅ

ひ
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（
ボ
ラ
ン
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）

養
成
講
座

市制施行50周年記念

■問企画政策課企画政策係

市制施行50周年記念

2000年代（2000年～2009年）　地域コミュニティの充実化

■問企画政策課企画政策係

稲城の軌跡を
過去から現在に向けて
振り返ります。

　2000年代の人口は、10年間で約1万5千人増えて、約8万人となりました。
　地域振興プラザ・ｉプラザ・中央図書館などが開館し、地域コミュニティの場
が充実していきました。中央図書館は、公立図書館として東日本で初めて民間の
ノウハウを活用した運営を行い、同規模人口都市の貸出冊数で、開館以来全国1
位が続きました。
　また、市内最大のイベント「Ｉのまちいなぎ市民まつり」の開始や、高齢者が
活躍できるまちに向けて、稲城市から生まれた「介護支援ボランティア制度」が
実現しました。

▲

現
在
の
中

央
図
書
館

（
2
0
2
1

年
）

▲

中
央
図
書

館
の
工
事

（
2
0
0
5

年
）

せ
く
だ
さ
い
。
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警
防
課
救
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７
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１
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さ
い
。
土
の
う
を
取
り
出
し
た
後

は
シ
ー
ト
を
元
に
戻
し
、
使
用
し

た
土
の
う
は
個
人
で
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
８
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所
）
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口
２
２
７
１
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１
）

第
二
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（
東
長
沼　

の
１
）

５９０
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9月27日9月27日（月）（月）にに
多3・4・12号読売ランド線の多3・4・12号読売ランド線の
暫定交通開放を行います暫定交通開放を行います

　多3・4・12号読売ランド線は、南山東部土地区画整理事業地内のトンネル整備
などが完了したことから、9月27日（月）に暫定交通開放を行います。
　これに伴い、京王よみうりランド駅方面から川崎市方面へ至る読売ランド線は、
よみうりランド坂下バス停付近でトンネル方面へ切り替わることになります。利用
する際はご注意ください。
■問区画整理課事業管理係

ダイヤを改正します
ｉバスＤ・Ｅコース
　多3・4・12号読売ランド線の暫定交通開放に伴い、ｉバスＤ・Ｅコースの
ダイヤを改正します。ご利用の際はご注意く
ださい。

▽ダイヤ改正日　9月27日（月）始発～
※新しいダイヤは、9月16日（木）から各停留
所・市�に掲示します。

▽改正路線　ｉバスＤコース（梨）、Ｅコー
ス（ぶどう）
■問管理課交通対策係
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広報いなぎは再生紙を使用しています。 

9.15
第1355号 稲城のイチオシ情報をお届けします 
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次の休日開庁日は9月25日（土）

▽受付時間　午前8時30分～11時45分、午後1時～5時
　　　　　　（受付時間外は庁舎に入れません）

▽窓　　口　市民課、国民健康保険係、市民税係、収納課
　　　　　　（税外債権の取り扱いは行いません）

スタンプ＆クイズラリー
■日11月7日（日）
■時第1回＝午後1時～
　第2回＝午後4時～
■場中央文化センターホール
■費大人＝1,000円
　小学生～高校生＝500円
※未就学児は無料
※9月22日（水）よりチケット販売開始

▽チケット販売場所
市役所地下売店・いなぎ発信基地ペア
テラス・升屋酒店・コーチャンフォー
若葉台店
■主稲城市制施行50周年記念　映画「二
宮金次郎」上映実行委員会
■問企画政策課企画政策係

映画「二宮金次郎」上映会

　京王相模原線稲城駅を出発し、多摩丘陵の一部である南山を散策しながら、
地形や歴史を学びます。最後に杉山農園で落花生の収穫を体験します。
■日10月10日（日）
※雨天中止
■時午前9時～正午ごろ

▽集合時間・場所　午前9時・京王相模原線稲城駅改札前

▽解散場所　杉山農園（京王相模原線京王よみうりランド駅から徒歩10分）
■定15人
※申込者多数の場合は抽選し、当選者のみ10月5日（火）までに電話連絡
■講三浦　寿氏、菊池　和美氏（いなぎ観光案内人）
■費500円（保険代・資料代・ガイド代）
※別途、落花生代がかかります。300円／500gが目安です。各人の収穫量
に応じて当日徴収します。
■申電話〔9月16日（木）午前9時30分～〕
■限9月30日（木）午後5時
■先■問稲城市観光協会　�401－5580（平日午前9時～午後6時）

稲城市制施行50周年記念イベント 参加者募集します稲城市制施行50周年記念イベント　参加者募集します

観光ウォーキングツアー
南山散策と秋の落花生収穫ウォーキングツアー（約6㎞）

　10月に予定していた、多摩サービス補助施設　秋の散策は、新型コロナの影響により中止となりました。
■問企画政策課企画政策係

中止します　多摩サービス補助施設　秋の散策

▲賞品イメージ

　台紙にスタンプを押して記念カード
を作ることができます。また、クイズ
に全問正解した方の中から抽選で、稲
城のお土産詰め合わせ等の賞品をプレ
ゼントします。

▽参加方法　台紙を入手し、市内10地
区の各地区に設けられたクイズスポッ
トを周遊し、応募ハガキにクイズの答
えを書いて応募
■日10月1日（金）～11月30日（火）
■費無料（交通費・郵送代は参加者負担）

▽台紙配布場所　いなぎ発信基地ペア
テラス・各文化センター等
■問稲城市観光協会　�401－5580（平
日午前9時～午後6時）○Ｃ 映画「二宮金次郎」製作委員会

▲映画のワンシーン

▲新鮮な落花生を収穫できます。


